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企業収益等の動向について 

■ 経営陣には、過去最高水準の企業収益を、更なる収益力の向上に向けた投資や従業員の給与などに振り向けるこ
とが求められているのではないか。

（年度） 経常利益 設備投資 従業員給与・賞与 内部留保 現金・預金等 

2012 48.5兆円 34.4兆円 147.9兆円 304.5兆円 190.1兆円 

2014 64.6兆円 39.5兆円 148.2兆円 354.4兆円 210.2兆円

差額 ＋16.1兆円 ＋5.1兆円 ＋0.3兆円 ＋49.9兆円 ＋20.2兆円

民間設備投資額と経常利益の推移 
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労働分配率の推移 現金・預金等と内部留保の推移

71.0
 

73.3
 

75.3
 

73.8
 

70.5
 

71.2
 
71.2
 

69.7
 

70.9
 

69.3
 

労働分配率
 65.7
 

68.3
 

65.9
 

66.6
 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
 

2012
 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
 

2013
 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
 

2014
 

Ⅰ Ⅱ
 

2015


240.0
 70.0 

76.0 （％） 360.0 （兆円） （兆円） 240.0 

252.4 

269.4 

279.8 

268.9 

293.9 

281.7 

304.5 

328.0 

354.4 

186.8 190.1 
185.5 

200.8 

210.2 

185.3 202.2 

203.9 162.8 

140.5 

152.7 
153.9 

154.5 

167.5 

178.0 

内部留保（左軸）

現金・預金等（右軸）

180.0 

188.9 

146.6 

64.0 
120.0 120.0 

（年度） （年度） 

（出典）財務省「法人企業統計調査」
（注）現金・預金等は、現金・預金と有価証券（流動資産）の和。 1 


